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要 旨 

川崎市内の水環境中における未規制化学物質濃度の実態を把握することを目的として環境調査を行った。 

調査地点は川崎港14地点及び市内河川９地点で、調査媒体は水質及び底質である。調査物質は、tert-ブチルフ

ェノール類４物質で、「平成12年度化学物質分析法開発調査報告書」の分析方法に準拠して分析を行った。 

その結果、水質では４物質とも不検出、底質からは２物質が検出され、その濃度は、2,6-ジ-tert-ブチル-4-メチ

ルフェノールで＜6.4～170μg/kg-dry、2,4,6-トリ-tert-ブチルフェノールで＜7.0～7.5μg/kg-dryであった。 
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１ はじめに 

当研究所では、川崎市内の水環境中における未規制化

学物質濃度の実態を把握することを目的として、毎年環

境調査を実施している。2005～2006 年度は、tert-ブチ

ルフェノール類４物質について調査を行ったので結果を

報告する。 

 

２ 調査方法 

2.1 調査物質 

調査物質を表１に示す。 

tert-ブチルフェノール類４物質を調査物質として選

定した。これら４物質は、平成13年度環境省化学物質環

境汚染実態調査の対象物質であったが、川崎港の底質で

2,6-ジ-tert-ブチル-4-メチルフェノール（以下、「BHT」

とする。）が全国の調査地点中最大の濃度で検出された４）

ことから、市内全域を対象に濃度分布調査を行ったもの

である。 

表１ 調査物質 

 

2.2 調査地点 

調査地点を図１に示す。 

川崎市内の水域を対象に調査を行った。海域について

は、運河の配置等を考慮し、川崎港内側９地点（地点 

＊公害部化学物質対策課 

No.１～６、９、10 及び 12）、川崎港外側４地点（地点

No.７、８、11及び13）、多摩川河口１地点（地点No.14）

の計14地点を選定した。河川については、流域及び合流

地点等を考慮し、９地点（地点No.15～23）を選定した。 

 

2.3 調査媒体 

調査媒体は、水質及び底質である。水質試料は 2005

年度、底質試料は2004年度及び2005年度に採取したも

のを使用した。ただし、河川の調査地点で底質試料が採

取できたのは、三沢川・一の橋（2005年度は新布田橋で

採取）、平瀬川・平瀬橋及び矢上川・日吉橋の３地点のみ

であった。 

 

2.4 試料の採取及び調整方法 

水質試料は、ステンレス製の採水器を用いて表層水を

採取し、冷蔵保存したものを分析試料とした。 

底質試料は、エクマン・バージ採泥器を用いて海底表

面の泥を採取し、１mm のふるいを通した後に遠心分離

（2500rpm、20min）して上澄みを取り除き、均一に混合

して冷凍保存したものを分析試料とした。 

 

2.5 分析方法 

分析フローチャートを図２に示す。 

環境省環境保健部環境安全課編「化学物質と環境 平

成12年度化学物質分析法開発調査報告書（その１）」３）

の分析方法に準拠しているが、BHT のブランク値が高

かったことから若干の変更を加えている５）。変更点は以

下の４点である。 
①ブランク水にはBHT濃度が低い水道水をヘキサン洗浄

して使用する。 

②酸化防止剤として使用するピロガロールにBHTが 

 

物質名 CAS No. 分子量

2,6-ジ-tert -ブチル
フェノール

128-39-2 206
①酸化防止剤
②殺虫剤や医薬品の原料
　（海外で利用）

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
メチルフェノール（BHT）

128-37-0 220

①食品添加物、飼料添加物
②酸化防止剤（石油製品、
　合成ゴム、　プラスチック、
　動植物性オイル、石けん等）
③塗料やインクの皮張り防止剤

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
エチルフェノール

4130-42-1 234
①ゴム用老化防止剤
②ポリオレフィンの酸化防止剤

2,4,6-トリ-tert -ブチル
フェノール

732-26-3 262

①酸化防止剤その他の
　調製添加剤（潤滑油用又は
　燃料油用のものに限る。）
②潤滑油

用途
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図１ 調査地点 

 

含まれていたことから、ピロガロールを添加しないで

分析を行う。 

③水質試料の抽出は固相抽出よりも回収率が高かった

液液抽出で行う。 

④底質試料中の硫黄による妨害を除去するために還元

銅処理を行う。 

図２ 分析フローチャート 

 

３ 結果及び考察 

3.1 水質 

水質調査結果を表２に、水質の全国調査１,２）との比較

を表３に示す。 

４物質ともすべての地点で不検出であった。 

2001年度の全国調査においても、川崎市では４物質と

も不検出であったが、全国的にはBHT及び2,6-ジ-tert-

ブチル-4-エチルフェノールの２物質が検出されており、

北九州沿岸域での検出濃度が比較的高い。 

 

表２ 水質調査結果 

 

表３ 全国調査との比較（水質） 

 

①

②
③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬

⑭

⑮

⑯
⑰

⑱

⑲

⑳
2 1

2 3

2 2

地点No. 　　調査地点名 地点No. 　　調査地点名

1 末広運河先 13 扇島沖

2 大師運河先 14 多摩川河口先

3 夜光運河先 15 三沢川・一の橋

4 桜堀運河先 (2005年度底質：新布田橋)

5 池上運河先 16 五反田川・追分橋

6 南渡田運河先 17 二ヶ領本川・堰前橋

7 浮島沖 18 二ヶ領用水・今井仲橋

8 東扇島沖 19 平瀬川・平瀬橋

9 川崎航路 20 麻生川・耕地橋

10 京浜運河千鳥町 21 真福寺川・水車橋前

11 東扇島防波堤西 22 矢上川・日吉橋

12 京浜運河扇町 23 早野川・馬取橋

（単位：μg/L）

　　　　　　　　　　　　調査地点
調査物質

海域14地点 河川９地点

2,6-ジ-tert -ブチル
フェノール

＜0.050 ＜0.050

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
メチルフェノール（BHT）

＜0.050 ＜0.050

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
エチルフェノール

＜0.055 ＜0.055

2,4,6-トリ-tert -ブチル
フェノール

＜0.020 ＜0.020

（単位：μg/L）

2001年度 2002年度

2,6-ジ-tert -ブチル
フェノール

＜0.050
（0/23）

＜0.050
（0/53）

－

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
メチルフェノール（BHT）

＜0.050
（0/23）

＜0.050～1.6
（10/52）

－

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
エチルフェノール

＜0.055
（0/23）

＜0.055～0.21
（2/51）

－

2,4,6-トリ-tert -ブチル
フェノール

＜0.020
（0/23）

＜0.020
（0/51）

＜0.020
（0/16）

（）内は検出頻度＝検出数/地点数

川崎市
調査物質

全国調査（黒本調査）

【水質】

250mL ヘキサン 5mL
（250mL メスフラスコ） 振とう 10min

無水硫酸ナトリウム 0.5mL、窒素ガス HCB-
13

C6　0.05μg

2μL

【底質】 計3回

20g アセトン 50mL 2000rpm、5min

超音波 15min、振とう10min

3回分 精製水500mL ヘキサン100mL×2回
（1L分液ロート） 振とう10min

無水硫酸ナトリウム 1mL
ロータリーエバポレータ

＆窒素ガス

HCB-
13

C6　0.1μg 2μL

水質試料 液液抽出 ヘキサン層

脱水 濃縮 内標準添加

GC/MS

底質試料 固液抽出

アセトン層

脱水 濃縮

内標準添加 GC/MS

遠心分離

希釈 液液抽出

ヘキサン層
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3.2 底質 

底質調査結果を表４に、底質の全国調査１,２）との比較

を表５に示す。 

海域の底質からは、BHT が＜6.4～170μg/kg-dry（検

出頻度：10/17、検出率：59％）、2,4,6-トリ-tert-ブチ

ルフェノールが＜7.0～7.5μg/kg-dry（検出頻度：1/17、

検出率：６％）の濃度で検出された。河川の底質からは

４物質とも検出されなかった。2001年度の全国調査にお

いて、川崎市のBHT濃度が77μg/kg-dryで最も高かった

が、今回の調査ではそれを上回る170μg/kg-dryの地点

があった。 

検出頻度が比較的高かったBHTの海域底質中における

濃度分布を図３に示す。 

 

BHT の主な放出源は、食品・飼料、ゴム・プラスチッ

ク、界面活性剤等の製造・使用とされている。BHT が主

に川崎港内側の運河沿いで検出されていることから、川

崎港内に放出源が存在した可能性がある。また、BHT が

水に不溶で難分解性の物質であること、あるいは、水質

試料では不検出のBHTが底質では高濃度で検出されてい

ることから、水中に放出されたBHTは長時間水中にとど

まることなく底質に移行して蓄積されるものと考えられ

る。 

BHT にはヒトに対する毒性の報告はないことから、直

ちに生活に悪影響を及ぼすことは考えにくい。また、環

境省の見解でも、特に問題を示唆する結果ではないとさ

れている。 

 

 

表４ 底質調査結果 表５ 全国調査との比較（底質） 

  

図３ 海域底質中におけるBHTの濃度分布 

（単位：μg/kg-dry）

　　　　　　　　　　　　調査地点
調査物質

海域14地点 河川３地点

2,6-ジ-tert -ブチル
フェノール

＜1.9 ＜1.9

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
メチルフェノール（BHT）

＜6.4～170 ＜6.4

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
エチルフェノール

＜3.3 ＜3.3

2,4,6-トリ-tert -ブチル
フェノール

＜7.0～7.5 ＜7.0

（単位：μg/kg-dry）

2001年度 2002年度

2,6-ジ-tert -ブチル
フェノール

＜1.9
（0/17）

＜1.9～14
（4/51）

－

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
メチルフェノール（BHT）

＜6.4～170
（10/17）

＜6.4～77
（15/53）

－

2,6-ジ-tert -ブチル-4-
エチルフェノール

＜3.3
（0/17）

＜3.3～74
（4/53）

－

2,4,6-トリ-tert -ブチル
フェノール

＜7.0～7.5
（1/17）

＜7.0～14
（1/53）

＜6.5
（0/19）

（）内は検出頻度＝検出数/地点数

　　　　　　　　　　　　調査名
調査物質

調査結果
全国調査（黒本調査）

No.8

＜6.4

No.13

＜6.4＜6.4

No.11

＜6.4 ＜6.4

No.14

＜6.4

No.7

＜6.4
6.4

No.1

11

No.9

13

No.3

27

No.5

9.1

No.444

No.6

20

No.12

13

27

No.10

30

15

No.2
170

凡例
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４ まとめ 

水環境中に存在する未規制化学物質の濃度分布を把

握し、化学物質による環境汚染を未然に防止するために

必要な基礎データを蓄積することを目的として本調査を

実施している。今後も、検出率が高い物質、全国調査に

おいて高濃度で検出された物質、社会的に関心の高い物

質等について、川崎市というフィールドを対象にして化

学物質の監視に努めていきたいと考えている。 
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